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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成１６年５月２１日の決算発表時に公表した平成１７年３月期（平成１６年４
月１日～平成１７年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成１７年３月期中間業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益  当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ７，８５０ ９０ ５０ 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） ７，８２０ １００ ７０ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △３０ １０ ２０ 

増 減 率 （％） △０．４ １１．１ ４０．０ 

前期実績 （平成 16 年３月中間期） ７，５４７ ９３ ３２ 

 

 

２．平成１７年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経 常 利 益  当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ９，２００ １４０ １００ 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） ９，０５０ ２２０ １４０ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △１５０ ８０ ４０ 

増 減 率 （％） △１．６ ５７．１ ４０．０ 

前期実績 （平成 16 年３月中間期） ８，８７３ ２３２ １７７ 

 
 



３．平成１７年３月期通期業績予想（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日） 

通期業績につきましては平成１６年５月に発表いたしました業績予想を変更しておりません｡ 

 
（参考）平成１６年５月発表の業績予想 （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益  当期純利益 

個 別 業 績 １５，９５０ ３２０ １７０ 

連 結 業 績 １８，５００ ５００ ３００ 

 
４．修正の理由 

当中間期における売上高は、補聴器事業においては国内の個人向け需要が伸び悩み、医用検査機器事業では医療

機関における電子カルテ関連施設の整備が予想されたほどには進みませんでした。一方、自動車関連産業や電子デ

バイス関連業界での需要が堅調なことから、音響・振動計測器事業及び微粒子計測器事業が好調であったため、全

体では前年同期に比べ増加いたしました。 

収支につきましては、当社製補聴器のブランドである「リオネット」のブランド力強化のための費用を計上した

ため、経常利益、当期純利益共に前年同期と比べ若干減少となる見込みであります。 

 

＊上記の予想は現時点で入手可能な情報にもとづき算出したものであり、実際の業績はさまざまな要因により異な
る結果となる可能性があります。 

 

以上 


